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巻㢌言 

メディアセンター㛗㸦2020年度㸧

♫会学㒊 ᩍᤵ ᮌᮧ忠ṇ 

2019 年度、20 年度、メディアセンター㛗を務めた♫会学㒊のᮌᮧです。前任のᯞ

元一之先⏕は、㍍妙ὗ⬺、ユーモアあふれる巻㢌ゝを寄せられていましたが、わた

しの場合、⏕◳で、㮵∎らしいᩥ❶となること、予めご容㉧ください。 

2020 年、᪂型コロナパンデミックに人㢮♫会が⩻弄される年となりました。メデ

ィアセンターも例外ではなく、2020 年㸰᭶から㸱᭶、ᤵᴗ㛤始ᮇをどうするか、

どのようなᤵᴗ形態にするのかがὶ動ⓗな中、オンラインᤵᴗへの対応、ᩍ務・事

務⣔⤫などのオンライン対応について、᪩急にィ⏬を❧て、必せに応じて実⾜に⛣

し、さらに、情勢の変化に応じて⮫ᶵ応変に対処する必せに㏕られました。 

メディアセンターのᴗ務は、専㛛≉Ṧ性が㧗く、⫋員のⓙさんはそれぞれが専㛛

ⓗ▱㆑と⤒㦂を✚んでいます。メディアセンター㛗はᩍ員がᢸいますが、それは、

ᩍ員側のニーズをセンターと共᭷し、センターᴗ務が円に⾜われ、より㧗度な㧗

➼ᩍ⫱ᶵ㛵としての情報メディア⎔境をᵓ⠏していくことに少しでも㈨するのが┠

ⓗと⪃えていました。 

実㝿、᪂型コロナへの対応というᮍ᭮᭷の不 事態に対して、メディアセンター

のⓙさんは、これまでの⤒㦂にもとづき、⮬律ⓗに創意工夫し、㐺切なシステムᵓ

成、利⏝⪅へのサポートをデザインして、多✀多ᵝなᴗ務に㑌㐍してくれました。

オンライン対応初ᮇẁ㝵では、利⏝⪅㸦学⏕、ᩍ⫋員それぞれ㸧の᪉々に、ご不便

をおかけすることも㛫々あったことは㛫㐪いなく、そのⅬは、センター㛗としてお

ルび⏦し上げます。ですが、㛫に㏣われながらヨ⾜㘒ㄗしなければならない≧ἣ

の中で、前例のない⥭急事態への対応にセンターが全力で取り⤌み、全学でᩘ千に

及ぶᤵᴗが展㛤できたこともまた☜かであり、センター㛗としても、一ᩍ員として

も、センター⫋員のお一人お一人に心より感ㅰ⏦し上げたいと思います。 

他᪉、オンラインへの対応は、利⏝⪅の᪉々のご⌮ゎ、ご協力なしには実⌧しえ

ません。このほⅬから、わたしは、学⏕、ᩍ⫋員の㐺応力の㧗さ、困㞴な≧ἣに❧

ち向かう力もまた強く感じました。 

わたしは大学、大学㝔で、ᩥ化人㢮学を専ᨷしましたが、1993 年㡭、アメリカで

ようやくインターネットが♫会にᬑ及し始めたから、たまたまインターネットの

ᣢつ可⬟性に㨩せられて、サイバースペースという人㢮にとって᪂たな♫会ᩥ化ⓗ

ά動✵㛫をフィールドとするインターネット◊✲にたずさわってきました。り㏉

ると、30年㏆くインターネット◊✲に取り⤌んできたことになります。 

「オンラインᩍ⫱」、「テレワーク」、「⾜ᨻの情報化」、᪂型コロナへの対応
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で必せとされるオンラインへの対応ですが、これらの必せ性は、インターネットᬑ

及初ᮇの 1990年代からᥦ㉳されてきたものです。᪥ᮏテレワーク学会タ❧が 1999年

㸴᭶、ᣋⴭ『オンラインᩍ⫱のᨻ⤒῭学』㸦NTT出∧㸧出∧が 2000年㸳᭶でした。

当わたしは㒔❧大学㸦㒔❧⛉学ᢏ⾡大学㸦2005 年に㤳㒔大学ᮾ京に⤫合㸧㸧に在

⫋しており、「㟁子㒔庁」ィ⏬が㐍展する中で、IT 化᥎㐍の⟶⌮⫋◊修にも㛵わっ

ていました。 

2000 年、᪥ᮏᨻ府は、「情報㏻信ᢏ⾡戦␎ᮏ㒊㸦IT 戦␎ᮏ㒊㸧」「IT 戦␎会㆟」

をタ⨨し、「IT ❧国」「2005 年までに世⏺᭱先➃の IT 国家」を┠ᣦす「e-Japan 戦

␎」を⟇定・᥎㐍しました。その⤖ᯝ、FTTH㸦光ファイバー㸧などのブロードバン

ド㸦㧗㏿広帯域㸧インターネット᥋⥆とガラケーでのネット᥋⥆㸦モバイルインタ

ーネット㸧がẚ㍑ⓗ安価で広ỗに♫会にᬑ及し、2005 年㡭にはたしかに᪥ᮏは、世

⏺᭱㧗Ỉ‽にある低廉で㧗㏿のネット⎔境をᵓ⠏したとホ価できます。 

ところが、その後、᪥ᮏ♫会は㊊㋃みを⥆けてきたように思います。アメリカで

GAFA㸦Google、Apple、Facebook、Amazon㸧が、中国で BAT㸦バイドゥ、アリババ、

テンセント㸧が㣕㌍ⓗに成㛗する一᪉、᪥ᮏでグローバルな➇争力をᣢった᪂⯆の

IT 企ᴗ、サービスは⌧れず、ᩍ⫱、ᴗ務、⾜ᨻはじめ、キャッシュレスỴ῭など♫

会⏕άにおけるオンライン、デジタルのᾐ㏱は、他の♫会にẚべると、そのṌみは

㐜々としています。例えば、2012 年、わたしは Yale 大学に半年客員◊✲員として

在したのですが、⾤にᣑがる大学キャンパス全域で Wifi ᥋⥆がᩚ備され、ᤵᴗには、

ほとんどすべての学⏕が、ノート PC かタブレットをᣢ参していました。他᪉、当

在⫋していた国❧大学では、 Wifi ネット᥋⥆がごく一㒊のᩍ室に㝈られ、 LMS

㸦Learning Management System、学⩦⟶⌮システム㸧などのᤵᴗᨭ情報システムも

使い勝ᡭがⰋいとはゝい㞴く、⣬とコピーでのᤵᴗ展㛤を余儀なくされていました。

実㝿、スイスの国㝿⤒営㛤Ⓨ◊✲ᡤ㸦IMD㸧「世⏺デジタル➇争力ランキング」をみ

ると、᪥ᮏは 2013年∧ 20位、2020年∧ 27位㸦63カ国・地域対㇟㸧と「中㐍国」の

位⨨づけです。 

インターネット◊✲⪅としては、インターネットのᣢつ力をάかしきれないこう

した᪥ᮏ♫会の≧ἣをṑく思っていました。しかし、今回の᪂型コロナ⚝に┤㠃

し、オンライン化を‽備、実してみると、学⏕、ᩍ⫋員の㐺応力に┠をぢ張るこ

とになったのです。リアルタイム∦᪉向、双᪉向ビデオ型、オンデマンド型、そし

て、⛅学ᮇには、ᩍ室でのオフラインとオンライン参加を⤌合わせたミックス型も

と、ᤵᴗのつᶍ・形態により、オンライン形式を㑅ᢥし、学⏕、ᩍ員双᪉とも、困

㞴な≧ἣに取り⤌み、㐺応していくことができたのではないかと思います。 

これは、ᢏ⾡とリテラシー両㠃で、オンライン化をやればできる基┙が形成され

ていたと⪃えられます。思い㏉すと、わたしは 2015 年度にᮏ学に╔任しましたが、

その、キャンパス全域での Wifi、使い勝ᡭのよい LMS、 Google Workspace 
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㸦Google がᥦ供する⤫合ⓗクラウドサービス、╔任は Google Apps と呼ばれてい

た㸧が利⏝可⬟だったことに感⃭しました。前任ᰯで、Google Apps を個人ⓗにヨ⾜

していたẁ㝵だったため、ᮏ学で、そのサービスがフルに利⏝可⬟で、しかもゼミ

➼の₇⩦⣔ᤵᴗであれば、ᩍ室備え付けのノート PCで、学⏕たちも Wifi を介してリ

アルタイムにクラウド᥋⥆し、共同作ᴗできる先㐍ⓗ⎔境がとてもありがたかった

のです。事実、╔任から、ゼミά動はすべてペーパーレスで実可⬟となりまし

た。そして、そうしたᤵᴗ形態に、学⏕たちも⮬↛に㐺応してくれています。 

᪂型コロナ収᮰後、㧗➼ᩍ⫱が、コロナ以前に単⣧にᡠるとは思えません。学⏕

たちは、オフラインで㢦を合わせながらリアルタイムで⾜うᤵᴗの㨩力をᨵめてㄆ

㆑すると同に、㛫と場ᡤに依らない学⩦の利便性もまた㌟につけています。対

㠃、オンラインを」合したᤵᴗ、AR㸦ᣑ張⌧実㸧ᢏ⾡などをά⏝したᤵᴗなど、㧗

➼ᩍ⫱を㧗度化していくことが、これからの大学にồめられることは㛫㐪いないと

思います。グローバルな♫会、ᩍ⫱の動向、学⏕、ᩍ⫋員のニーズに⪥を傾け、ᮏ

学が、メディアセンターを中心に、そうしたㄢ㢟に取り⤌み、より㧗ḟのᩍ⫱メデ

ィア⎔境をⓎ展させていくことができるよう、わたしもᩍ員の❧場から㛵わってい

くことができればと⪃えています。 

 

 

 


